
ファジィ選好とスッピス公正原理

須　　賀　　晃　　一

序

　選択可能な社会状態の築合が与えられたとき，社会を構成する人々が許容し

うる何らかの公正原理に基づいてそれらの社会状態を順序づけ・どれを選択す

るかという問題を考えよう．このとき，人々のもつ価値判断を集計して1つの

社会的公正判断を導出することが可能か否かという困難な問題を除くとしても，

選ぱれた公正原理から完備順序を構成することができないために，その集合に

属するすべての社会状態を完全にj碩序づけることはできないという難点は，こ

れまで多くの公正原理に対して指摘されてきた・バレート原理やここで取り上

げるスッビス［13］の公正原理はその例である．

　ところで，完備順序を構成できないという欠陥は，しばしぱ当該原理のあい

まいさを示すと考えられている．だがこの考え方に対しては，完備順序という

要請が過大なものであり，むしろ部分順序で満足すべきであるとする警告も発

せられている1〕．しかしながら，問題の核心は順序が完備かそうでないかにあ

るのではないと主張したい．比較すべき2つの選択対象のうち，一方はある観

点からは他方より望ましいだが，別の側面からは望ましくないと見なされるの

である．したがって，あらゆる観点から考えて2つを比較しようとすれば，考

慮すべき点が増えてくるにつれて比較の結果はあいまいにならざるをえないで

あろう．完備順序にせよ，部分順序にせよ，人間の価値判断が本質的にもって

いるあいまいさを無視していることに変わりはない．われわれが議論の出発点

章ファジィ選好関係に求めるのも，このような理由からである．
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（80）　　　　　　　　　　一橋論叢　第99巻　第5号

　ここでの基本的な立場は，選好関係から公正判断を導くという，いわゆる選

好功利主義的な方法に依拠するならぱ，価値判断のあいまいさの源泉は公正原

理の構築方法にではなく，その材料となる選好関係にあるというものである．

本稿で取り上げるスヅビス公正原理は自己と他者の立場の交換によって状態の

比較を考えるのだが・立場の交換の方法は決してあいまいではない．むしろ，

あいまいさの源泉は選好関係にあるのであり，ファジイ選好関係から始めなけ

れぱならないことになる．しかも，公正原理である以上何らかの形で個人間比

鮫をもち込まざるをえないのである2）．

　そこで本稿では，序数的な選好の個人間比較が可能であることを前提とし，

さらにあいまいさを許すように拡張した枠組みを用いる．その定式化が次節の

課題である・第2節では，ファジィ選好に基づいてスッビス公正原理を構成し，

第3節でそこから導かれる選択関数の特性を考察する．第4節では，選択関数

を利用して任意に与えられた社会状態の選択可能集合の要素を順序づける方法

を例示する．

　　　　　　　　　1　ファジィ集合とファジィ選好関係

　Xを社会状態の集合で通常の集合，3≦＃Xくoo，とし，W＝｛1，2，……，犯｝，

2≦犯＜o。，を個人の集合とする・Xのファジィ部分築合λは帰属度関数λ：X

→［0，1コによって特徴づけられる・通常の部分築合はλ（切）⊂｛O，1｝であるよ

うな帰属度関数∠：X→［0，1］によって表されると考えることができる．すな

わち∠がxの通常の部分集合であるならぱ，xの要素”がλに属するときλ

（”）＝1であり，躬がλに属さないならぱλ（”）≡Oである．したがって，ファ

ジィ部分集合はこのような考え方を，帰属度関数がOと1の間のさまざまな値

をとりうるように拡張したものである一Xの要素”に対し，λ（”）の値が1に

近いほど”が所与のファジィ集合λに属する度合は犬きく，0に近いほどλに

属する度合は小さい．

　λ，月をxのファジィ部分集合とする．帰属度関数の値の比較に対じて，〈

＝min，〉≡maxという記号を用いれぱ，λと3の間の演算は次のように定義
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される3〕．

（1）和集合：∠Uム⇔∀”∈X：（λUB）（”）＝λ（”）V万（”）

（2）　共通集合1∠∩B⇔∀”∈X：（λ∩B）（”）＝λ（”）〈五（”）

（3）補集合：λ0⇔∀”∈X：λσ（”）＝1一λ（”）

（4）　同等：λ≡3く今∀”∈X：λ（”）＝ム（”）

（5）包含関係：λ⊂月⇔∀”∈x：λ（”）≦B（”）

　次に，集合x×xのファジィ部分集合をx上のファジィ関係という．ファ

ジィ関係Bの帰属度関数は五：XXX→［O，1コで与えられ，その値は月（”，砂），

∀”，砂∈x，で表される・以下では，このファジィ関係をファジィ選好関係と

解釈する4）．すなわち，月（”，砂）は社会状態”が砂より少なくとも同程度に選

好される度合を示すと考える。0＜月（”，リ）＜1のとき，五（”，砂）が1に近いほ

ど”が砂より望ましい度合は大きく，0に近いほどその度合は小さくなる．丑

（”，サ）＝1ならぱ通常の選好の意味で”は砂より少なくとも同程度に選好され

るのであり，月（”，μ）＝Oならぱ”が砂より少なくとも選好されることはない

のである・したがって，ファジィ選好関係は通常の選好関係の拡張になってい

るといえる．

　ここでしぱしぱ言及されるファジィ選好関係の性質を一括して挙げておこう．

［定義1コ

（1）　反射性：∀”εX：ム（”，”）＝1

（2）　反反射性：∀”∈X二月（”，”）＝O

（3）完備性：∀”，μ∈X：五（砂，”）十月（”，砂）≧1

（4）　対称性：∀”，μ∈X：五（”，砂）＝月（砂，”）

（5）推移性：∀”，砂，宮∈x：刀（”，宮）≧五（”，砂）〈五（砂，2）

（6）　ファジィ順序：月は反射性，完備性，推移性を満たす．

（7）　ファジィ準順序：五は反射性，推移性を満たす．

（8）　ファジィ同値関係：月は反射性，対称性，推移性を満たす．

　ファジィ選好関係月は通常の選好関係を拡張したものであるが，これのみに

塞づいて公正原理を定式化することは不可能である．何らかの個人間比較を許
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容する枠組みが必要にな乞．ここでは，通常の選好関係をXX〃上の選好関

係に一般化することによって序数的な個人間比較の可能性を模索したセン

f11コにならって，一般化されたファジィ選好関係を構成し，それを議論の出

発点にしよう．

　XX〃上の一般化されたファジィ選好関係肩は，帰属度関数肩：（XXW）X

（X×W）→［O，1コによって表すことができる・そして，個人｛に対して，扇

（（”，プ），（砂，冶））の値は，個人｛の目から見たとき杜会状態”における個人ゴの

立場が社会状態サにおける個人店の立場よりも少なくとも同程度に望ましいと

判断される度合を示す．以下では，すぺての個人に対し馬が次の3つの性質

を満たすこと，すなわちファジィ選好順序になっていることを仮定する．

・（1）反射性＝∀（”，プ）∈XXW：兎（（”，プ），（”，プ））≡1

〈2）完備性：V（”，プ），（砂，此）∈X×W≡

　　　　　　　　馬（（”，プ），（砂，ゐ））十風（（”，ゴ），（μ，此））≧1

〈3）推移性：∀（”，ゴ），（砂，冶），（2，㎜）∈x×亙：

　　　　　　　　硯（（”，ゴ），（呂，肌））≧凪（（”，ゴ），（μ，危））〈馬（（μ，尼），（2，刎））

凪と見の関係は，瓦が与えられたときそれから凪が次のようにして導か

一れるというものである．すなわち，任意の”，μξxに対して

　　　　　　　　　　　凧（”，リ）＝扇（（”，づ），（〃，4））．

2　スッピス公正原理の性質

　まず，ファジィ選好理論に基づいてスヅピス公正原理を定式化しよう5）．〃

を〃上の置換全体の集合とし，一般化されたファジィ選好順序のプロフィール

・α＝（夙，島，，・一・，瓦）の論理的に可能な全体の集合を必とする、

1［定義2］　スヅビス公正原理とは，人々のもつ選好関係をよ上の二項関係J｛

として表される倫理基準へと集約する次のようなルールである：任意のαω

。に対して，

　　　　　　　　　J｛（”，〃）＝〉［〈凧（（”，ゴ），（μ，ρ（プ）））］．

　　　　　　　　　　　　　’E〃＾〃
　上式は，次のような手順に従って”がμよりも公正と判断される程度を決定
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せよと主張している：社会状態μにおいて個人間のいかなる立場の交換を行な

ったとしても，その縞果よりも”が全員一致で望ましいとされる最低隈の程度

をもって，”が砂より公正と判断される度合とせよ，というのである．もちろ

ん，各個人のもつ一般化されたファジィ選好関係が異なる以上，スツビス的な

ファジィ公正関係J・も個人間で異ならざるをえない．だがそれらは，次の定

理に示される性質をもつ．

［定理1コ　ファジィ・スッビス公正関係J、は準順序である．

（証明）（i）反射性：任意の”げに対して，

　　　　　　　　　J伽）寸［、炉（（・・ゴ）・（・・ρ（ゴ）））1

　　　　　　　　　　　　≧〈馬（（”，プ），（”，3））＝1

　　　　　　　　　　　　　ゴ‘〃
　　　　　　　　　　0≦J・（・，伽）≦1よりJ。（・，・）＝ユ．

（ii）推移性：任意の”，μ，2∈■に対して

　　　　　　　　　　　J｛（”，2）≧山（”，砂）〈∫｛（砂，ε）

が成り立つことを示せぱよい．ある置換ρ，μ∈〃が存在して，「

　　　　　　・1｛（”，μ）〈J｛（砂，2）

　　　　　≡収・（（幻）・（砂・ρ（プ）））1・らへ瓦（（ω，（・，μ（庇）））1

　　　　　r公［瓦（（…）・（砂・ρ（プ）））柵（（μ，ρ（ゴ），（・，μ（ρ（ゴ））））1

　　　　　訟臨（（幻）・（1・μ（ρ（プ））））1≦・伽）

ここで，π（プ）＝μ（ρ（プ））とおけぱ，πは1対1対応であるからπ∈∬である．

ロ

　セン［11；The0正em9‡2コによって証明されたように，通常の一般化された

選好順序を前提とした場合，スヅビス公正原理から導かれる公正関係はバレー

ト原理と矛眉する・次の定理は，ファジィ選好関係の下でも両者が矛盾するこ

とを示している．そこでまず，ファジィ選好関係の下でパレート原理を定義す

る6）．

［定義3］　（パレート原理）

　バレート関係をPで表すとすれぱ，任意の一般化されたファジィ選好プロフ

ィール囮＝（瓦，島パ・…・，瓦）∈J，任意の”，砂∈Xに対して，
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（84）　　　　　　　　　　一橋論叢　第99巻　第5号

　　　　　　　　　P（”，砂）二く瓦（（”，｛），（砂，4））＝〈助（”，砂）・

　　　　　　　　　　　　　　｛E　w　　　　　　　　　　　　　　i∈π

　ここでの定義に従うと，金員が一致して”が砂よりも少なくとも同じくらい

には望ましいと考える程度は，各個人がもっているその度合の下隈によって与

えられることになる．

［定理2コ任意のプロフィールσ∈Jの下で，スヅビス公正関係ムとバレー

ト関係1〕とは矛盾する．

（証明）　次のような反例を考える．

I
~
~
l
 

(x,1 ) (x,2) (y, I ) (y,2) 

R
~
2
 

(x,1) (x,2) (y,1) (y,2) 

(x,1) l
 

l/6 1/3 2/3 (x,1) l
 

5/6 . o
 

2/3 

(x,2) 5/6 l
 

2/3 l
 

(x,2) l 16 l
 

2 13 l/3 

(y,1) 2/3 l/3 
l
 l
 

5/6 (y,1) o
 

l 13 l
 

1/6 

(y,2) 113 o
 

5/6 l
 

(y,2) 1 13 2 13 5/6 1
 

　　　　　　1・（・，砂）＝五。（・，μ）〈丑・（”，砂）＝1／3〈1／3＝ユ／3

　　　　　　1・（砂，・）＝五、（〃，・）〈月・（μ，・）＝2／3〈2／3二2／3

　　　　　　J。（・，砂）＝［瓦（（・，1），（砂，2））〈瓦（（・，2），（砂，1））コ

　　　　　　　　　　　V［肩。（（”，1），（μ，1））〈重、（（”，2），（砂，2））コ

　　　　　　　　　　＝［2／3〈2／3コV［1／3〈1コ＝2／3

　　　　　　　J。（砂，・）≡［瓦（（砂，1），（・，2））〈瓦（（砂，2），（・，ユ））コ

　　　　　　　　　　　V［肩。（（μ，1），（”，1））〈肩、（（砂，2），（”，2））コ

　　　　　　　　　　　＝［1／3〈1／3］V［2／3〈0コ＝1／3

　　　　　　　J。（・，型）＝［島（（・，1），（砂，2））〈島（（・，2），（砂，1））］

　　　　　　　　　　　V［島（（”，1）（砂，1））〈島（（”，2），（〃，2））］

　　　　　　　　　　　＝［2／3〈2／3コV［0〈1／3コ＝2／3

　　　　　　　∫。（μ，・）＝［島（（砂，1），（・，2））〈島（（砂，2），（・，1））］

　　　　　　　　　　　V［島（（μ，1），（”，1）〈庇（（μ，2），（”，2））］

　　　　　　　　　　　＝［1／3〈1／3コ〈［0V2／3コ＝1／3

したがって，一般に両者の間に包含関係は存在しない．口
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　ファジィ・スヅビス公正関係とファジィ・バレート関係とは矛盾しうること

が明らかになったが，両者はいかなる条件の下で両立するであろうか．セン

［11；Theorem9｝3］によって証明されたように，通常の一般化された選好順

序の下ではそれがr容認公理」を満たす限り，パレート原理はスヅビス公正原

理に内包される．ファジィ選好関係の下でも同様の主張が成立するかを考えて

みよう．まず「容認公理」を定式化する．

［定義4］　（容認公理）

　佳意の”，砂∈X，任意の4，プ∈1V’に対して

　　　　　　　　　　風（（”，4），（玖，｛））≡島（”，4），（砂，｛））

が成り立つとき，一般化されたファジィ・プロフィーノレα二（瓦，島，……，風）

は容認公理を満たすという．

［定理3コ容認公理を満たす任意の一般化されたファジィ・プロフィール

αωに対して

　　　　　　　　　　　　1〕⊂山（｛＝1，2，……，冊）．

（証明）任意の砂，砂∈xに対して

　　　　　　　　　　　　　P（”，μ）≦〈J也（”，μ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　｛∈〃
が成り立つことを示せぱよい．

　　　　　　　　　P（”，μ）＝〈凧（”，砂）

　　　　　　　　　　　　　o∈〃
　　　　　　　　　　　　＝〈瓦（（”，4），（砂，｛））

　　　　　　　　　　　　　“〃
　　　　　　　　　　　　＝〈瓦（（”，4），（砂，｛））　（容認公理より）

　　　　　　　　　　　　　i∈〃
　　　　　　　　　　　　≦V［〈［巧（（”，4），（砂，ρ（乞）））］

　　　　　　　　　　　　　パ”“”
　　　　　　　　　　　　＝Jj（”，砂）

これがすぺてのゴ∈wについて成り立つ．口

　さて，各個人がそれぞれに異なるファジィ・スッビス公正関係をもつとした

とき，適切な条件を満たす社会的公正関係をどのように構成すれぱよいであろ

うか．容易に理解されるように，この種の集計問題にはアロー流の不可能性定

理が待ち受けているのだが7），ここではその問題に立ち入ることなく，スヅビ

ス公正原理に基づくファジィ社会的公正関係Jを単純に次のように定義する：
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在意の”，μ∈xに対して

　　　　　　　　　　　　J（”、宮）≡〈∫｛（”，砂）．

　　　　　　　　　　　　　　　　｛‘〃
このときJは次の性質をもつ．

［定理4コ　ファジィ・スヅビス社会的公正関係Jは準順序である．

（証明）（i）反射性：任意の”∈xに対して

　　　　　　　　∫（”，”）＝〈∫｛（”，”）

　　　　　　　　　　　　‘‘〃
　　　　　　　　　　　昌、㌫｛、砧ψ（（幻）・（・・ρ（プ）））1l

　　　　　　　　　　　と、㌫［、炉（（仏プ・）・（卯（州）1（ヨプ・1W）

　　　　　　　　　　　≧〈馬（（”，プo），（征，プo））

　　　　　　　　　　　　｛E〃
　　　　　　　　　　　≧肩3。（（・，ブ。），（・，プ。））＝1

0≦∫（”，・）≦1より∫（”，”）＝1．

（ii）推移性：任意の”，〃，2∈xに対して

　　J（刎）〈∫（μ，・）＝［〈∫・（・，砂）コ〈［〈J。（砂，・）］

　　　　　　　　　　“〃　　　　　　　　“〃
　　＝ら公脇公風（（・・プ）・（σ・ρ（プ）））1l1

　　　〈［〈｛V［〈硯（（砂，冶），（2，μ（居）））］｝コ

　　　　“”■｛π丘Eπ
　　≦、公［脇炉（（・（プ）・（飢ρ（プ）））1l

　　　〈｛V［〈兎（（μ，此），（2，μ（庇）））コ｝コー

　　　　μ”肚〃
熟軌島（（屯ブ）・（仏ρ（プ）））1・卯・（（臥ρ（ゴ））・（島μ（ρ（ブ））））1l

ここでπ（プ）＝μ（ρ（ブ））とおくと，π∈”であるから

　　　　　　　　　与式≦〈［〈凧（（”，プ），（2，π（プ）））］

　　　　　　　　　　　　れ”ゴ∈〃
　　　　　　　　　　　≦〈｛V［〈馬（（”，プ），（2，σ（プ）））コ＝J（”，2）口
　　　　　　　　　　　　壱∈”o∈〃ゴ…〃
　これでJが反射性と推移性を満たすことは明らかになったが，容易に例証さ

れるように完備性は満たさない8〕、

3　ファジィ・スヅビス公正関係に基づく選択関数の性質

　個人的公正関係み社会的公正関係Jの構成の仕方から明らかなように，

∫‘（”，砂）＝∫｛（飢眈），∫（”，砂）＝∫（μ，”），すなわち社会状態”、砂が同じくらい公正と

見なしうるケースは排除されていない。まず、そのようないわぱ無差別の度合
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を差し引くことによって，厳密に公正と見なしうる程度を定めることにしよう．

　任意の”，リ∈xに対して

　　　　　　　　　　戸（勿，砂）昌［J（”，砂）一∫（玖，”）コV0

によってファジィ関係戸を構成する．1（”，砂）は砂が切よりもスヅビスの意

味で厳密に公正でないと判断される程度を示している．戸について次の定理

が成立する．

［定理5］戸は推移性を満たす．

（証明）浅居＝NegOita編［1コpp．193－94を見よ．　□

　s⊂xを通常のファジィでない集合とする．任意の”∈xに対して

　　　　　　　　　　　0（8）（・）＝〈［1一ア（砂，切）コ

　　　　　　　　　　　　　　　　洲8
　　　　　　　　　　　　　　　＝ユーV戸（μ，”）
　　　　　　　　　　　　　　　　　洲∫
と定義すれぱ，0（8）（”）は”が8のいかなる要素μよりも厳密に不公正とは

見なされない程度を示すと考えることができる．xをxの通常の非空部分集合

の族，K＝2x一｛φ｝とすれぱ

　　　　　　　　　　　0：X→X，∀8∈X：0（8）⊂S

となるので，0（・）は選択関数と考えることができる9）．以下ではこのように

して構成された選択関数0（・）の性質を検討する10〕．

［定理6コ　V0（8）（”）＝1．

　　　　o‘8
（証明）　V0（8）（”）く1と仮定する．このとき佳意の派8に対して
　　　　岳‘8
　　　　　　　　　　　　　ヨ砂∈S：（ψ，”）＞0

となる．8は有限であるから，列｛助，”1，……，”冊≡”o｝が存在して

　　　　　　　　　J｝（伽。，吻）＞0，づ＝ユ，2，……，肌一1

ところでアは推移性を満たすから

　　　　　．ア（吻，”。）≧ア（吻，勿）〈1（”、，”。）〉0

　　　　　γ（鈎，吻）≧J‡（鈎，”。）〈J‘（吻，吻）〉O

　　　　　J．（勿，”・）＝J｝（伽，勿）≧J“（伽，伽一。）〈∫｝（伽一1，・。）＞0

一方，ア（吻，”o）＝［J（”o，吻）一。1（勿，”o）］V0＝0であるから矛盾．　□
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［定理7］任意の8，T∈Kに対して

　　　　　　　　　　　　8⊂T→o（8）⊃σ（T）∩a

（証明）任意の”∈8に対して

　　　　　　　　　　　0（8）（”）＝〈［I－J｝（μ，”）］

　　　　　　　　　　　　　　　　野∈8
　　　　　　　　　　　　　　　≧〈［1一ア（砂，”）］＝0（T）（”）口
　　　　　　　　　　　　　　　　〃∈r
　この定理により，ファジィ選択関数σ（・）はセン［12］のPropertyαを

ファジィ選好理論に拡張した性質をもつことがわかった．それに対して次の定

理は，同じくセン［12コのPrOpertyγを拡張した性質が満たされることを

示している．

［定理8コ任意の8，T∈Kに対して

　　　　　　　　　　　　0（8UT）⊃0（S）∩0（T）．

（証明）任意の”∈s∩τに対して

　　　　　　　［0（8）∩0（T）コ（”）＝0（8）（”）〈0（T）（”）

　　　　　　　　　　　　　　　＝｛〈［1－1（〃，・）コ｝〈｛〈［1一ア（砂，・コ）｝
　　　　　　　　　　　　　　　　〃∈8　　　　　　　　　　　　甘E　T
　　　　　　　　　　　　　　　＝　〈　［1－J‡（μ，”）コ＝0（8Uτ）（”）

　　　　　　　　　　　　　　　　頸∈8σT
一方，佳意の”∈（8UT）／（s∩τ）に対して

　　　　　　　　　　　0（8）（”）〈0（T）（”）＝O．・口

［定理9コ8⊂τが任意の”∈8，任意の砂∈ηSに対して，0（T）（μ）＜0（τ）

て”）を満たすとする．そのとき，

　　　　　　　　　　　　　　0（8）亨0（T）∩ぷ

（証明）定理7より0（S）⊃0（T）∩8．

逆の包含関係をいうために

　　　　　　　　　　　　　0（S）（”）＞0（T）（”）

となる”∈sが存在すると仮定する．すなわち

　　　　　　　　　　〈［1－J‡（‘，”）コ〉〈［1一．戸（‘，”）コ

　　　　　　　　　“8　　　　　　　　　　　　’‘π

が成り立つ．したがって，任意の‘∈sに対して

　　　　　　　　　　　　1一ア（亡，”）＞1－1（〃，”）　　　　　　　　（＊）

となる型∈η8が存在しなければならない・仮定より
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　　　　　　　　　　　　　　ヨμ］∈r：1－J“（リ・，砂）＜0（T）（・）・

　　　　もし砂1∈8ならぱ，任意の‘∈Tに対して

　　　　　　　　　　　　　1一∫｝（刎，砂）〈0（T）（”）≦1一∫‡（‘，”）

　　　　が成り立つので，特に俸眺とおくと

　　　　　　　　　　　　　　　1－J＃（μ1，砂）＜1一ア（砂1，”）。

　　　　また，1－1（リ，”）〈1－J‡（砂1，”）であるから

　　　　　　　　　　　［1一ア（蜘，砂）］〉［1－1（μ，”）］＜1－1（砂I，”）・

　　　　　　　　　　　　　　．’．ア（μ1，砂）〈グ（砂，”）＞グ（砂1，”）

　　　　となるが，これはアが推移性を満たすことに矛盾する・したがってμ1∈ηs

　　　　となるが，このとき

　　　　　　　　　　　　　　ヨ晩∈r11－J｝（晩，砂1）＜0（T）（”）・

　　　　もし砂、∈8ならば上と同様に矛盾が示せる．よって晩∈η8となるが，この

　　　　とき

　　　　　　　　　　　　　　ヨ砂。∈T：1一∫＃（晩，晩）＜0（τ）（・）・

　　　　以下，同様に繰り返していく，Tは有隈集合であり，1（砂｛。1〃）＞0は循環を

　　　　含まないので11），次のような列｛μO＝砂，〃1，・・…・，砂冊｝を作ることができる：

　　　　　　　　　　　　　が耶（｛＝O，1，……，r1），η冊∈8・

　　　　　　　　　　　　　1－Jホ（伽、1，晩）＜0（T）（”）・

　　　　アが推移性を満たすことから，

　　　　　　　　　　　1－J‡（伽，μ）≦1一［〈ア（晩十1，μ｛）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也
　　　　　　　　　　　　　　　　　＝V［1－J‡（眺十1，伽）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　＜o（τ）（”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　；〈［ユーJ‡（む，”）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∈π
　　　　　　　　　　　　　　　　　≦1－J‡（伽，”）

　　　　また（＊）式より，1－J＾（伽，”）〉1一ア（砂，”）であるから

　　　　　　　　　　　1－J‡（砂冊，”）〉［1－1（〃冗，砂）コV［1一グ（砂，”）］・

’　　　　　　　　　　　．・．1（砂冊，”）＜ア（伽，砂）〈J串（μ，”）・

　　　　これはゴが推移性を満たすことに矛盾する・　□
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　　　　　　　　　　4選択関数による順序づけの例

　社会状態の集合が与えられたとき，一ここで構成された選択関数0（・）を使

えぱその集合の要素がどのように1頂序づけられるかを，例を用いて考えてみよ

う．選択可能な社会状態の築合を8とすれぱ，［定理6コより8の中にはσ（S）　　　．

（”）＝Iとなる”が存在する。この”は0（8）（砂）≠1となる砂と比較して不公

正と見なされる度合が小さいので，この”が最優先されることになる．もちろ

ん，一般には0（8）（”）＝1となる”は唯一ではない．

［例1コ8＝｛”，サ，2｝，W＝｛1，2｝とし，S上の選好看、，肩、が次のようなもので

あるとする．

毘 （x，1） （x，2） （y，1） （y，2） （Z，1） （z，2）

（x，1） 1 1／6 1／6 2／3 1／8 5／6

（x，2〕 5／6 ユ 5／6 5／6 ユ／8 5／6

（y，1） 5／6 ユ／6 1 5／6 1／8 5／6

位，2） 1／3 1／6 1／6 1 1／8 5／6．

（z，1） 7／8 7／8 7／8 7／8 1 7／8

（z，2） ユノ6 1／6 1／6 1／6 1／8 1

R
~
2
 

(x,1) (x,2) fy,1) (y,2) (z, 1) (z, 2) 

(x,1) l
 

l/6 l/6 3/4 ll8 5/6 

- (x,2) 5/6 l
 

5/6 5/6 ll8 5/6 

(y, l) 5/6 l 16 1
 

5/6 ll8 5/6 

(y,2) 1 14 1/6 1/6 1
 

118 5/6 

(z,1) 718 718 718 7/8 l
 

718 

(z ,2) 1/6 1/6 1 16 1/.6 1 18 l
 

定義に従らてJエ，J2を計算すると，次の表を得る。
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J（x，y〕＝J、（x，y）〈J2（x，y），並ぴにJてx，y）＝［J（x，y）一J（y，x）］V0を用いて許算すると，次

の表を得る。

定義に従って0（8）を計算すると，

　　　　　　　　0（8）（”）＝23／24，0（S）（砂）＝1／2，0（8）（・）≡1

よって，不公正でない方から順に並ぺると，2，”，型となる。：

5結論的覚書

　以上本稀では，ファジィ選好関係を出発点としてスヅビス公正原理を再構成

し，それに基づく選択関数の性質を考察した・人々のもつ選好があいまいであ

ることを許容する枠組みの下では，スッビス公正関係に基づいて与えられた社

会状態の集合に含まれる各要素を順序づけることが可能となる・これまでの完

備順序か半順序，前順序かという議論のもつ欠陥から抜けでる1つの方法がフ

ァジィ選好関係に出発点を求めることによって提示されうるのであり，それが

示唆できたとすれば本稿の目的は達成されたことになる・ザデー［16コに始ま

るファジィ集合論の歴史はまだ浅く，ファジィ選好理論も未だ十分な関心を集

めているとはいえない．ここで取り上げた類の問題も，理論の発展段階におい

ては検討の価値があろう．

　本稿の延長上にある課魑を指摘して終わりとしたい・まず，同様の考察を他
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　（92）　　　　　　　　　　一橋論叢　第99巻　第5号

の公正原理に適用してそこから得られる選択関数の特性を調べ，スヅビス公正

原理との比較を行うことが挙げられる．さらに，いくつかの公正原理を同時に

満足去る選択関数の構築可能性が問われなけれぱならない．われわれの公正判

断がしぱしぱあいまいにならざるをえないのは，素材となる選好関係があいま

いだということの他に，公正判断がいくつかの公正原理を背景にもちつつなさ

れるためでもある・ζれらの間題に対する接近には，ここで用いた枠組みが役

立つであろう．

　　　1）S㎝［13］を参照せよ．

　　　2）　Sen［12］，S皿刎mura［15コを参照せよ．

　　3）　ファジィ集合論の基礎にっいては，Zadeh［16］，K帥fmann［7］，D，b．i、、、d

　　　Prade［4コ，浅居＝NegOita編［1］等を参照せよ．

　　4）　ファジィ選好関係についてはBa・r・tt，Patt乱mik　and　Sa1】・s［2］，Basu［3コ，

　　　Dutta［5］，Dutta，Pa皿da　and　Pattamik［6］等参照せよ．

　　5）　Suppes［14コ，Se口［11］，Su・u血ura［15］を参照せよ．ここでの定義は通常の

　　　　ものとは異なり，厳密な公正関係と無差別なものとを区別していない．

　　6）　ここで定義されたバレート原理は通常のものより相当に強い．ファジィ選好理

　　　論における通常のバーレ1原理については・・・…，・・tt…i・・・…ll・・［・］，

　　　D耐ta［5コI　Dutta，Panda　and　Pattanaik［6］，Lec1erc［8］等を参照せよ．

　　7）　フアジイ選好関係を前提とする場合，通常の不可能性定理よりもある意味で弱

　　　い不可能性定理が成立する．Bar・ett，Patt㎝射k　and　Sa1Ie・［2コ，Dutta［5］，

　　　Dutta・P㎜daandPattanaik［6コ，Lec1e・c［8］等を参照せよ．

　　8）第4節の例を見よ．そこでは反射性，完備性，推移性を満たす屈、から完傭性

　　　を満たされないJ｛，Jが導かれている．

　　9）　選択関数についてはBa・u［3コを参照せよ．

　　10）　この節で以下に述べられる定理，およぴその証明の技法についてはOvchimi．

　　　kOv　and　OzemOy［10］を参考にした．

　　11）定理6の証明を見よ．

　　　　　　　　　　　　　　　　【参考文猷】

　　［1］浅居喜代治・C・V・N・・α・・編rファジイシステム理論入門』オーム社，

　　　　ユ978年

　　［2コB副「・・ttlC・R・，P・K・・・…皿・1・…M・・乱…，“O・…S・刷・t…。f・。。。。

　　　　S伽W・lf…F・…b・・1”F伽パ眺伽～・伽刎・，・・1．・9（・986），1＿・0．
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